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演 題 :新人介護支援専門員の地域貢献活動

副 題 :地域とともに歩む社会資源活用の道(ロード)

かけがわ苑居宅介護支援事業所

介護支援専門員 橋本恵美子

かけがわ苑
居宅介護支援事業所

【人員配置】（2025年7月時点）

5名（常勤4名、非常勤1名）
【資格保有状況】
・介護福祉士:3名
・社会福祉士:1名
・看護師:1名
・主任ケアマネジャー:2名男女比:女性5名、男性0名

常勤換算人数:4.7人

社会福祉法人
掛川社会福祉事業会

事業所概要
特別養護老人ホーム

かけがわ苑

発表概要
・介護支援専門員1年目として、居宅介護支援事業所へ異動

・地域貢献事業検討委員会に所属し、活動に参加

・不安を抱えながらも業務に慣れ、制度理解と社会資源活用を学習

・掛川市社会福祉協議会と連携し、フードバンク事業を担当

・フードパントリー支援にも参加し、生活困窮者支援に関わる

・社会福祉の実践的知識を習得し、視野が広がった

・今後は、地域と社会福祉協議会を結ぶ架け橋となることを目指す

地域貢献事業検討委員会とは

地域貢献事業検討委員会

法人本部

特 養 居宅支援 地域包括 養 護

2名 １名 １名2名

はじめに
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取り組んだ課題
•令和6年度、特養看護師から居宅介護支援事業所へ異動

•介護支援専門員としての1年目がスタート

•地域貢献事業検討委員会に所属

•不安を抱えながらも、ケアマネ業務に少しずつ適応

•地域貢献・社会資源活用の制度理解と実践力の習得を目標に

before after

具体的な取組み

・掛川市社会福祉協議会と連携し、小規模地域の支援体制を強化活動目的

・年4回、法人各事業所の職員へ食品・日用品提供の呼びかけ

・ 回収物資を社会福祉協議会へ届ける
フードバンク

・生活困窮者を対象にした支援活動にスタッフとして参加

・必要な物資の配布や、来所者へのサポートを実施
フードパントリー

フードバンク活動
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成果と評価

地域とつながる福祉支援を通じて見えた連携の可能性

・ 特養勤務時に物資回収へ協力 → 活用状況は不明

・ 委員会活動を通じて、物資の流れや支援の実態を把握
気づき

・ 認知症カフェ・権利擁護など社協事業への理解が進む

・ 制度や地域福祉に対する関心・実践知識の深化
学びと広がり

社会資源の活用

かけがわ社協だより

今後の課題

社会資源＝人やサービスとのつながり

“支援の仕組み”に触れることが大切

「知識を持つこと」 と 「実際に体験すること」

今後の課題
◆ 現状
•業務の多様性と知識の限界に
日々直面
•継続的な学びが求められる現場

◆ 活動を通じた学び
•社会福祉法人での委員会活動に参加

•実践により「社会資源」の理解を深める

◆ 意識の転換
・「シャドーワーク」ではなく

「ロードワーク」としての実践
・体験を通して地域に根ざした支援へ

◆ 今後のビジョン
•現場での経験を積み、成⾧を続ける
•利用者と地域に貢献する専門職を
目指す
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ロス・カミノス・エテルノス

高齢者福祉研究大会 参加応援企画
法人内ユニット結成

ユニット・ロゴ ～L・C・E～

結びに
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